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まえがき

スマートグリッドにおける計測は，スマートメータやス

マートタップによる電力量計測にとどまらず，再生エネル

ギー，省エネルギー，蓄エネルギー，直流から交流（低周

波から高周波），微小電力から大電流まで，幅広い範囲にわ

たっている。様々な電気量が内在するスマートグリッドに

おいては，各電気量を必要十分な精度で計測する必要があ

り，またこれらの計測値は一貫性が保たれているものでな

ければならない。そこで，より効率的なスマートグリッド

の構築に寄与することを目的とし，計量トレーサビリティ

の視点からスマートグリッドを統一的に調査したので報告

する。

1. 電力計測とトレーサビリティ

1.1 電力・電力量計測に関する 
トレーサビリティについての調査

1.1.1 はじめに 
近年，高効率，高品質な電力供給を目的に，スマートグリッド

への取り組みが世界的に盛んになってきている。我が国におい

ても，太陽光発電などの分散型電源の大量導入に対する電力

システムの安定運用を目的に，スマートグリッドに関する調査・研

究が行われている。さらに，最近では，電力の有効利用だけで

なく，熱エネルギーや未利用エネルギー等の再生可能エネルギ

ーの導入や，家庭，オフィス，工場あるいは交通システムをスマ

ート化しエネルギー管理を行うといったスマートグリッドの概念を

社会システムにまで広げたスマートコミュニティに関する取り組

みが行われている(1),(2)。 
このような取り組みにおいて，エネルギーの供給状況や利用

状況を知るための計測や，エネルギー利用の最適化を目的とし

た環境測定など，様々な測定量に対して計測が行われている

が，得られた測定値の妥当性や他の地域との同等性など，その

測定結果の信頼性が重要になると思われる。そして，この信頼

性に関する要素のひとつとして，計量トレーサビリティがある。こ

れは，測定結果が国家計量標準に関連付けられていることを表

すものであり，トレーサビリティが確保されている測定器による測

定結果は，同一の基準に結びついた結果であるといえ，測定結

果の信頼性のひとつの指標となりうるものである。

スマートグリッドの系統内で行われている計測の測定量目は

多岐にわたるが，本節では，電力・電力量計測のトレーサビリテ

ィに関して調査を行ったので報告する。

なお，本節でのスマートグリッドの系統内とは，電力会社の

送・配電線から先，つまり，家庭，オフィス，工場など，電力を使

用する現場を指している。

1.1.2 スマートグリッドにおける電力・電力量測定 
スマートグリッドの系統内で行われる電力・電力量測定におい

て，頻度の高いものとしては，電力会社と需要家間の電力の取

引・証明を目的とした電力量の計測が考えられる。家庭や，オフ

ィス，工場などに取り付けられた電力量計により，実際に消費し

た電力量が計量されている。使用する電力量計は，契約電力の

大きさにより普通電力量計（契約電力 500 kW 未満，2.0 級），精

密電力量計（契約電力 500 kW 以上 10000 kW 未満，1.0 級）及

び特別精密電力量計（契約電力10000 kW以上，0.5級）に区別

されている(3),(4)。さらに，それ単独で計量を行う電力量計（単独

計器）と，計器用変成器(5)と組み合わせて高電圧・大電流の計

量を行う電力量計（変成器付計器）がある。したがって，電力量

計や計器用変成器の測定結果の信頼性が重要となってくる。我

が国においては，計量法(6)により，取引・証明に用いる計量器は

検定を受けることになっており，これに合格したものが使用され

る。組み合わせて用いる計器用変成器についても，計量法に基

づいた検査が行われる。

一方，取引・証明以外の電力・電力量測定については，電力

設備等での保守点検のための測定や，工場等の製造現場での

測定が日常的に行われている。設備等の性能確認や調整作

業，製品の品質管理といった測定結果の信頼性が重要となる測

定には，なんらかの校正を受けた測定器が用いられているもの

と思われる。

1.1.3 電力・電力量に関する検定と校正 

1.1.3.1 検定 
取引・証明に用いる計量器は特定計量器として計量法により

定められており，特定計量器検定検査規則(7)に基づいて，構造

 

 

図 1.1.1 電力量計（特定計量器）のトレーサビリティ体系 

Fig. 1.1.1 Traceability of watt-hour meter 
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